
第66回通常総代会・第７回組合員代表者会議の様子②
議案審議

第66回通常総代会・第7回組合員代表者会議の様子①
宮崎県共済生活協同組合 中原理事長　挨拶

　

二
〇
二
四
年
七
月
三
十
日（
火
）、
宮
崎
観
光
ホ
テ

ル
に
お
い
て
、
宮
崎
県
共
済
生
活
協
同
組
合
第
六
六

回
通
常
総
代
会
お
よ
び
こ
く
み
ん
共
済 

c
o
o
p
宮

崎
推
進
本
部
第
七
回
組
合
員
代
表
者
会
議
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

通
常
総
代
会
は
、
大
村
謙
司
副
理
事
長
が
総
代
出

席
の
資
格
審
査
報
告（
総
代
総
数
一
五
三
名
中
、
本
人

出
席
七
三
名
、書
面
議
決
七
四
名
、委
任
状
出
席
四
名
）

お
よ
び
通
常
総
代
会
の
成
立
宣
言
を
お
こ
な
い
、
議

長
団
に
伊
達
憲
司
総
代（
自
治
労
宮
崎
県
本
部
）、
山

口
椋
大
総
代（
旭
化
成
労
働
組
合
）
を
選
出
し
、
議
事

が
進
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

中
原
和
雄
理
事
長
の
挨
拶
の
あ
と
、
宮
崎
県
労
働

者
福
祉
団
体
中
央
会
＝
中
原
広
幸
会
長
、
連
合
宮
崎

＝
吉
岡
英
明
会
長
、
全
国
労
働
者
共
済
生
活
協
同
組

合
連
合
会
指
定
整
備
工
場
宮
崎
県
協
議
会
＝
橋
口
英

樹
会
長
よ
り
祝
辞
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
今
泉
信
一
郎
専
務
理
事
よ
り
、
二
〇
二

三
年
度
活
動
報
告
な
ら
び
に
二
〇
二
四
年
度
活
動
計

画
な
ど
の
提
案
を
お
こ
な
い
、
満
場
一
致
で
全
議
案

が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

開催

2023年度給付実績（2024年5月末）

3,393,418,597円　　　　　5,137,974,527円　　　 △1,744,555,930円

2023年度給付実績 2022年度給付実績 前年度比較

● 2024年度事業目標 ●

2025年5月末　到達目標口数

50,247,528口

2023年度事業状況ならびに2024年度事業目標

2024年度の役員体制（宮崎県共済生活協同組合の役員は、こくみん共済 coop宮崎推進本部の役員を兼任）

役　職 氏　名 出身団体名
旭化成労働組合

宮崎県職員労働組合

全国労働者共済生活協同組合連合会

日向製錬所労働組合

旭有機材労働組合

住友ゴム労働組合宮崎支部

南日本酪農労働組合

九州労働金庫宮崎県本部

旭化成労働組合

ヤマエ労働組合

ＵＡゼンセン

小林市役所職員労働組合

延岡市役所職員労働組合

九州電力労働組合宮崎支部

役　職 氏　名 出身団体名
生活協同組合コープみやざき

王子製紙新労働組合日南支部

連合宮崎

宮崎交通労働組合

全日通労働組合宮崎県支部

宮崎トヨタグループ労働組合

宮崎ガス労働組合

ＪＰ労組宮崎連絡協議会

全センコー労働組合延岡支部

宮崎市役所職員労働組合

ミネベアアクセスソリューションズ労働組合

清本鉄工延岡労働組合

宮崎県労働者福祉団体中央会

自治労宮崎県本部

中原　和雄
大村　謙司
今泉　信一郎
浅利　政広
石井　彰人
井手　豪
鬼束　賢一
鬼束　善史
金丸　優
上西　伸一郎
川崎　哲伸
河畑　健一
興梠　健治
坂元　義孝

迫田　和子
佐原　正訓
白﨑　洋一
髙橋　章治
武井　大幸
土居　和也
野﨑　一俊
原口　大夢
日吉　光幸
松元　卓耶
山口　慶太
大久保　拓
假野　耕司
重黒木　康恵

理事長

副理事長

専務理事

理事

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

理事

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

監事長

監事

〃

2023年度加入状況（2024年5月末）

2023年5月実績 2024年5月目標 2024年5月実績 2023年度純増合計 2023年度増加率純増目標

50,416,032口  50,002,259口 　△157,770口 　50,405,298口 　　△10,735口 　　　  △0.02％

※受託事業を含みます。

宮崎県共済生活協同組合 第66回 通常総代会
こくみん共済 coop 宮崎推進本部 第 7 回 組合員代表者会議

労働者福祉
み や ざ き の 勤 労 者 の
　 　 福 祉 向 上 を 目 指 す 広 報 誌

一般社団法人
宮崎県労働者福祉団体中央会
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２
０
２
４
年
度 

労
金
・
こ
く
み
ん
共
済
c
o
o
p
・
連
合
宮
崎
・
中
央
会

合
同
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
!!

２
０
２
４
年
度 

労
金
・
こ
く
み
ん
共
済
c
o
o
p
・
連
合
宮
崎
・
中
央
会

合
同
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
!!

　

研
修
会
は
、
冒
頭
、
中
原
中
央
会
会
長
の
挨
拶

の
後
、①「
労
働
金
庫
研
修
会
」、

②「
こ
く
み
ん
共
済
c
o
o
p
研

修
会
」、③「
税
務
研
修
会
」
を
実

施
し
ま
し
た
。①労

働
金
庫
研
修
会
で
は
、
九
州
労

金
宮
崎
県
本
部
・
児
玉
副
本
部
長
お

よ
び
北
島
課
長
に
よ
る「
人
生

1
0
0
年
時
代
に
向
け
て
」「
未
来
予
想
図
を
描

く
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
セ
ミ
ナ
ー
」
と
題
し
た
講
演
で

は
、
2
0
1
9
年
の
厚
生
労
働
省
の
報
告
で
、
日

本
の
平
均
寿
命
が
男
性
8
1
・
4
1
歳
、
女
性

8
7
・
4
5
歳
で
あ
っ
た
が
、
2
0
4
0
年
に
は

男
性
8
3
・
2
7
歳
、
女
性
8
9
・
6
3
歳
ま
で

伸
び
、
2
0
2
3
年
度
に
お
い
て
は
1
0
0
歳
以

上
の
高
齢
者
数
が
過
去
最
高
の
9
2
，1
3
9
人

と
な
り
超
高
齢
化
社
会
を
迎
え
る
こ
と
に
な
る
。

「
将
来
の
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト
を
適
切
に
把
握
し
、

安
心
し
て
健
や
か
に
生
き
て
い
く
た
め
に
お
金
の

不
安
を
と
り
の
ぞ
き
、
お
金
と
の
健
全
な
向
き
合

い
方
が
で
き
る
状
態
・
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル

ウ
ェ
ー
ビ
ン
グ
を
め
ざ
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
」
と

説
明
さ
れ
ま
し
た
。

■
参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト

　
「
人
生
1
0
0
年
の
中
で
、
様
々
な
点
で

お
金
が
か
か
る
た
め
、
今
の
う
ち
に
自
分
の

必
要
な
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
を
た
て
る
こ
と
が
必

要
な
の
が
わ
か
っ
た
。」「
数
年
の
間
に
老
後

の
準
備
金
が
あ
が
っ
て
い
て
シ
ョ
ッ
ク
だ
っ

た
。」「
人
生
1
0
0
年
時
代
を
安
心
し
て
生

活
し
て
い
く
た
め
に
は
経
済
的
な
視
点
で
ど

の
よ
う
に
備
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
か
を
、

V
T
R
を
見
な
が
ら
わ
か
り
や
す
く
説
明
い

た
だ
い
た
。
投
資
信
託
や
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
の
仕
組

み
や
特
徴
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
た
。」

②
こ
く
み
ん
共
済
c
o
o
p
研
修
会

で
は
、
宮
崎
支
所
・
栁
瀨
職
員
に
よ

る「
能
登
半
島
地
震
・
災
害
支
援
対
応

を
受
け
て
」
と
題
し
て
、
実
際
に
現
地
に
赴
き
、

現
場
調
査
を
実
施
す
る
中
で
感
じ
た
こ
と
や
災
害

に
備
え
た
共
済
制
度
の
必
要
性
に
つ
い
て
報
告
を

受
け
ま
し
た
。
ま
た
、
安
部
部
長
か
ら
は
、「
火

災
共
済
・
自
然
災
害
共
済
の
商
品
改
定
と
保
障
点

検
活
動
に
つ
い
て
」
と
題
し
て
、
生
活
保
障
設
計

の
考
え
方
、
最
適
な
保
障
に
つ
い
て
、
保
障
の
見

直
し
の
時
期
、
保
障
を
ど
の
よ
う
に
見
直
す
の
か

等
の
説
明
や
、
火
災
共
済
・
自
然
災
害
共
済
の
商

品
改
定
の
背
景
、
改
定
内
容
等
の
詳
し
い
説
明
が

さ
れ
ま
し
た
。

■
参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト

　
「
最
近
は
地
震
や
大
雨
が
増
え
て
き
て
い

る
た
め
、
こ
の
よ
う
に
様
々
な
取
り
組
み
や

共
済
が
あ
る
こ
と
が
知
れ
て
良
か
っ
た
。
今

後
の
参
考
に
し
ま
す
」「
実
際
に
今
回
の
能
登

半
島
地
震
で
の
共
済
金
の
支
払
い
例
な
ど
が

示
さ
れ
て
お
り
、
自
然
災
害
共
済
の
必
要
性

を
改
め
て
感
じ
ま
し
た
」「
能
登
半
島
地
震
支

援
報
告
に
て
、
現
場
で
実
際
に
起
き
て
い
る

内
容
な
ど
話
を
き
く
こ
と
が
で
き
て
よ
か
っ

た
。
住
ま
い
る
共
済
の
改
定
に
つ
い
て
は
、

今
ま
で
聞
い
た
中
で
一
番
わ
か
り
や
す
か
っ

た
。」「
災
害
支
援
の
取
り
組
み
に
丁
寧
に
対

応
さ
れ
て
い
る
こ
と
へ
の
感
心
と
安
定
感
の

高
ま
り
、
共
済
制
度
の
重
要
性
と
制
度
の
理

解
が
深
ま
っ
た
」

③
税
務
研
修
会
で
は
、
中
央
労
福
協

主
催
の
公
益
法
人
制
度
情
報
交
換
会

や
各
県
の
労
福
協
や
労
働
組
合

に
お
い
て
、
組
合
会
計
や
監
査

等
の
税
務
に
か
か
る
研
修
講
師

と
し
て
ご
活
躍
中
で
あ
る
千
葉

県
税
理
士
会
所
属
の
小
倉
秀
夫

税
理
士
を
講
師
と
し
て
、「
労

働
組
合
等
の
会
計
税
務
に
係
る

実
務
」
と
題
し
、
労
働
組
合
の

会
計
と
監
査
で
は
、
会
計
の
目

的
や
会
計
基
準
、
監
査
の
目
的

と
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
の
活
用
等

に
つ
い
て
、
労
働
組
合
に
関
わ

る
税
務
で
は
、
税
務
の
概
要
、

源
泉
徴
収
税
、
確
定
申
告
等
の
説
明
が
さ
れ
ま
し

た
。

　

し
か
し
、
講
演
中
の
1
6
時
4
3
分
頃
に
、
日

向
灘
を
震
源
と
す
る
Ｍ
7
・
1
、
最
大
震
度
6
弱

の
地
震
が
発
生
し
た
た
め
、
参
加
者
は
机
の
下
に

身
を
隠
す
等
に
よ
り
被
災
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
講
演
会
を
中
止
し
、
合
同
研
修
会
を
終
了
し

ま
し
た
。

■
参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト

　
「
今
、
初
め
て
会
計
を
持
ち
ま
し
た
が
、

な
ぜ
組
合
員
に
見
せ
な
い
と
い
け
な
い
の

か
、
ど
の
よ
う
な
責
任
が
必
要
と
な
っ
て
く

る
の
か
知
れ
た
。
と
て
も
分
か
り
や
す
か
っ

た
で
す
。」「
役
員
が
変
わ
っ
た
の
で
、
新
執

行
部
の
勉
強
に
な
る
。
仕
組
み
が
す
ご
く
わ

か
っ
た
し
、
資
料
を
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。」「
説
明
が
わ
か
り
や
す
か
っ
た
。
退

任
慰
労
金
は
大
変
参
考
に
な
り
ま
し
た
。」

「
こ
の
よ
う
な
内
容
の
話
を
今
ま
で
聞
い
た

こ
と
が
な
か
っ
た
の
で
、
全
て
に
お
い
て
勉

強
に
な
り
ま
し
た
。」

　

最
後
に
、「
税
務
研
修
会
の
時
間
が
足
り
な

か
っ
た
で
す
。
周
り
に
聞
く
機
会
が
な
か
っ
た
の

で
、
あ
り
が
た
い
と
思
い
ま
し
た
。」「
労
働
組
合

の
税
に
係
る
話
は
な
か
な
か
聞
く
機
会
が
な
い
の

で
、
こ
う
い
っ
た
場
を
設
け
て
い
た
だ
け
る
の
は

と
て
も
あ
り
が
た
い
で
す
。
毎
年
開
催
し
て
ほ
し

い
で
す
。」「
今
回
初
め
て
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
大
変
参
考
に
な
り
、
早
速
執
行
部
で
展

開
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。」「
地
震

で
大
変
な
閉
会
に
な
り
ま
し
た
が
、
無
事
で
よ

か
っ
た
で
す
。
来
年
も
楽
し
み
に
参
加
し
た
い
と

思
い
ま
す
。」と
す
る
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
は
、各
組
合
の
生
活
設
計
や
福
利
厚
生
、

ま
た
財
政
の
管
理
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
一
定
程

度
の
醸
成
が
図
ら
れ
た
と
考
え
ま
す
。
今
後
も
合

同
研
修
会
を
引
き
続
き
開
催
し
て
い
く
こ
と
と
し

ま
す
。

　
2
0
2
4
年
8
月
8
日
（
木
）、
宮
崎
市
の
ニ
ュ
ー
ウ
エ
ル
シ
テ
ィ
宮
崎
に
お
い
て
、
2
0
2
4
年

度
の
九
州
労
働
金
庫
宮
崎
県
本
部
・
こ
く
み
ん
共
済
c
o
o
p
宮
崎
推
進
本
部
・
連
合
宮
崎
・
宮
崎

県
労
働
者
福
祉
団
体
中
央
会
共
催
の
合
同
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
今
研
修
会
は
、
会
員
や
組
合
員
の
暮
ら
し
と
生
活
（
時
間
・
お
金
・
習
慣
・
利
便
性
・
安
全
性
等
）

を
守
り
向
上
さ
せ
る
た
め
に
、
労
働
者
福
祉
運
動
の
役
割
を
学
び
、
と
も
に
運
動
の
主
体
と
し
て
利

用
促
進
を
図
る
こ
と
を
め
ざ
す
こ
と
、
ま
た
、
社
会
に
在
す
る
組
織
と
し
て
、
今
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
・

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
が
必
然
と
し
て
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
組
合
や
法
人
に
お
け
る
手

当
支
給
や
事
業
に
か
か
る
税
務
処
理
等
、
税
制
改
正
を
踏
ま
え
た
適
正
な
会
計
処
理
へ
の
支
援
と
し

て
、
税
務
研
修
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
設
け
理
解
を
深
め
て
い
く
こ
と
を
目
的
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

中原会長

鬼束本部長

児玉副本部長

北島課長

中原本部長小倉税理士

安部部長

栁瀨職員

1

3

2

合同研修会の様子
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平和行動ｉｎ沖縄・広島・長崎平和行動ｉｎ沖縄・広島・長崎
連合宮崎　平和行動
●沖縄　６月２３日～２５日
●広島　８月　５日～　６日
●長崎　８月　８日～１０日

　平和行動沖縄に１０名、広島に４名、長崎に１０名参加しました。　
　６月23日は沖縄、８月６日は広島、８月９日は長崎にとって特別な
一日です。
　平和行動に参加された皆さまは、実際に戦跡を訪ね、自らの目で見て
耳で聞き、戦争をリアルなものとして感じ、考えることができたようです。
　連合としてもこの経験を後世に伝えていかなくてはなりません。

沖縄

広島

長崎

糸数アブチラガマ 連合・平和オキナワ集会 ひむかいの塔

万灯流し 西諸地区会議からの折り鶴を献納 平和記念像

被爆路面電車学習会 原爆ドーム前 連合・被爆者死没者慰霊式
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南部ブロック2024年度第10回
「労働運動・労働者福祉運動の理念・歴史・リーダー養成講座」開催！！

南部ブロック2024年度第10回
「労働運動・労働者福祉運動の理念・歴史・リーダー養成講座」開催！！

●ローンセンター宮崎 （0985）26-9207　●延岡支店【融資部門】 （0982）35-6657
●日南支店 （0987）23-3191　●宮崎県庁支店 （0985）29-4141　●都城支店【融資部門】 （0986）23-2257
●小林支店 （0984）23-1000　●高鍋支店　　 （0983）23-0740　●日向支店　　　　　 （0982）52-6131
●西都支店 （0983）43-1212　●高千穂支店　 （0982）72-6111　●宮崎市役所出張所　 （0985）26-3906

　2024年8月23日（金）～24日（土）にかけて、熊本
市ＡＮＡクラウンプラザホテル熊本ニュースカイにお
いて、2024年度第10回「リーダー養成講座（略称）」
が開催され、宮崎からは7名で参加しました。今講座
については、労働者福祉南部ブロック協議会を構成す
る各県労働者福祉協議会と連携し、これまで培われて
きた運動とその成果を踏まえ、新しい労働者福祉運動
の構築に向けて、労働運動・労働者福祉運動の理念・
歴史を伝承する者（講師・リーダー）として、職場・地
域において、リーダーシップを発揮して労働者福祉運
動を牽引するとともに、新たな創造を担うリーダーを
育成すること、そして参加者の交流と融和を図ること
を目的に開催されています。
　冒頭、南部ブロック・友田会長の挨拶の後、元連合
会長・神津里季生氏より、「労働者福祉運動について」
と題し、労福協は「福祉はひとつ」で始まった労働者福
祉運動であり、ゆるやかな協議体ではあるものの、そ
の取り組みにより社会的な課題が改善されたことなど
の講演があり、報告では、九州ろうきん福祉金融推進

課・和田課長より、労
働者福祉協議会と連携
した奨学金問題に対す
る取り組みとして、借
り換え専用ローン「つ

なぐ」を商品開発して
きた経過と状況等の報
告がありました。
　二日目は、NPO法人
SDGｓ Association 熊
本神田みゆき代表よ
り、「ＳＤＧｓ達 成 の
ために私達ができるこ
と」と題し、まず基本
的なＳＤＧｓの解説か
ら始まり、隣同士で話
し合う時間が設けられ、元教師ということもあり飽き
させずＳＤＧｓを考える時間となる講演でした。ま
た、沖縄ろうきんおもろまち支店・内間支店長代理に
より、他の金融機関にはない地域推進委員会の取り組
みとして「共生社会づくり支援制度」について事例紹
介、こくみん共済coop九州統括本部推進企画課・松
本課長からは、阪神・淡路大震災の後、「自然災害に
対する国民的保障制度を求める国民会議」が発足し署
名活動などを展開した結果、「被災者生活再建支援法」
が成立した経過や、こくみん共済coopの「社会課題」
に対する取り組み等の報告がありました。
　最後に、南部ブロック協議会の麻生幹事（大分県労
福協専務理事）のまとめで講座を終了しました。

九州ろうきんは、労働金庫法に基づき設立された勤労者のための福祉金融機関です。
つながる あした、ひろがる みらい

◎第Ⅰ期キャンペーン金利は、2024年11月30日までに受付し、2024年12月30日までにお借入（ご契約）した場合、適用となります。◎キャンペーン期間中に表示金利が変更される場合もございます。※本キャ
ンペーンは、予告なしに期間を変更または終了する場合がございます。◎ご融資金額は所属される会員等により異なる場合がございます。◎変動金利型は、年2回適用金利を見直します。ただし、「教育ローン（カー
ド型）」については、カードローンご利用期間中は年4回、元利金ご返済期間中は年2回適用金利を見直します。◎お借入後に返済方法（返済額・返済期間など）を変更される場合には、手数料（税込5,500円）がか
かります。変更内容によっては、ご希望に沿えない場合もございます。◎お借入予定資金に九州ろうきんで現在ご利用中のローンの借換が含まれる場合は条件がございます。◎Web完結型ローンは、所属される
労働組合・共済会・互助会等との取り決めにより、お申込みを受付できない場合がございます。◎ご返済額の試算はお気軽に〈ろうきん〉まで。パソコンやスマートフォンから九州ろうきんホームページの「ローン
シミュレーション」もご利用いただけます。◎記載内容は、2024年8月1日現在の内容で、保証先を（一社）日本労働者信用基金協会とする場合です。◎金利引下には、カードローンのご契約等、取引条件がございます。
◎くわしくは、九州ろうきんホームページまたは店頭の商品概要説明書でご確認ください。◎融資には審査がございます。審査の結果、ご希望に添えない場合もございますので、あらかじめご了承ください。

受付時間/平日 9：00～17：00
0120-796-210

お問い合わせ先　九州ろうきん お客さまサービス室

専用フリーダイヤル

神田講師

友田会長 神津元会長 ろうきん
和田課長

沖縄ろうきん
内間支店長代理

こくみん共済
松本課長

麻生幹事
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九州労働金庫宮崎県本部70周年
記念式典・講演会・祝賀会を開催しました！

　今年は宮崎に労働金庫が誕生して70周年を迎える節目の年です。

　労働金庫設立の歴史は、銀行が労働者や労働組合に対して一切融資をしてくれず、質屋と高利貸しからし

かお金を借りることができなかった時代に、当時の総同盟、総評が労働銀行設立決議を行い、1950年（昭和

25年）には生協を中心に設立された「岡山労金」、労働組合を中心に設立された「兵庫労金」の設立を皮切りに、

1953年（昭和28年）の労働金庫法が成立するまでのあいだ、各地で信用組合としてスタートしています。

　宮崎県に於いては、1954年（昭和29年）5月10日に設立総会が開催され、同年6月1日に宮崎県労働金庫

として営業を開始しました。設立当初の会員は57団体、出資金637万円、間接構成員38,699人、預金量

700万円でした（現在の九州労働金庫宮崎県本部2024年3月末残高、預金量2,759億円、融資量1,647億円）。

　労働金庫の発展に伴い、宮崎県内には信用生協、住宅生協、全労済等、次々と福祉事業団体が設立されて
きましたが、中でも宮崎県労働金庫創立10周年記念事業の一つとして、幼稚園、託児所、勤労者旅行会、
霊園事業団の設立が方針化され、1965年（昭和40年）に勤労者旅行会、1966年（昭和41年）に霊園事業団が
設立され、さらに1968年（昭和43年）学校法人みやざき福祉学園として南ヶ丘幼稚園を開設、1971年（昭和
46年）に桜ヶ丘幼稚園、1974年（昭和49年）に雁ヶ音幼稚園（あおぞら幼稚園）、社会福祉法人みやざき福祉
園として雁ヶ音乳児センター（あおぞら保育園）が1974年（昭和51年）に開設されています。

〈記念式典〉 　フリーアナウンサーの中西可

奈様の司会進行により、「70周

年を迎えられてありがとう」とい

うコンセプトのもと、主催者を

代表して鬼束善史本部長および

野﨑宮崎県本部推進委員長より

挨拶を行い、続いて宮崎県労働

者福祉団体中央会中原会長、日

本労働者総連合会宮崎県連合会

吉岡会長より来賓挨拶をいただ

きました。

〈記念講演〉

　記念講演については、中央労福協

講師団講師の髙橋　均様より「競争

か連帯か　～労働者自主福祉事業の

成り立ちとこれから～」という演題

で講演をいただきました。講演の中

で、「預金量２１兆円、融資額１４

兆円を超えるまでに発展した全国の労働金庫であるが、労金

事業の成長に伴って、いつのまにか労金と労働組合が『業者』

と『お客さま』の関係に変容してきたと指摘されている。労働

組合の運動方針に労働者自主福祉運動の推進を掲げてもらう

ように働きかけ、改めて連携を強化していくことが大切であ

る。」と述べられました。

〈記念レセプション〉

　記念レセプションでは、
「Friday Night Special」の 演 奏
により会場を盛り上げていただ
きました。

九州労働金庫宮崎県本部　鬼束善史　本部長

野
﨑  

一
俊

宮
崎
県
本
部

推
進
委
員
会
委
員
長

◀

宮
崎
県
労
働
者

福
祉
団
体
中
央
会

中
原
　
広
幸
会
長

◀

日
本
労
働
者
総
連
合
会

宮
崎
県
連
合
会

吉
岡
　
英
明
会
長

◀
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銀
行
は
口
座
の
名
義
人
が
亡
く
な
っ

た
こ
と
を
知
る
と
、
そ
の
時
点
で
預
金

口
座
を
凍
結
し
ま
す
。
口
座
凍
結
と
は
、

口
座
か
ら
の
入
出
金
や
引
落
、
振
込
な

ど
が
一
切
で
き
な
く
な
る
こ
と
を
い
い

ま
す
。

　

口
座
が
凍
結
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
、

口
座
は
使
え
る
状
態
な
の
で
現
金
を
引

き
出
す
こ
と
は
可
能
で
す
。
し
か
し
、

口
座
が
凍
結
さ
れ
る
前
に
、
本
人
以
外

が
現
金
を
引
き
出
す
こ
と
に
は
次
の
よ

う
な
リ
ス
ク
が
あ
り
ま
す
。

　

①
口
座
凍
結
前
に
預
金
を
引
き
出
す

行
為
は
、
相
続
手
続
き
を
経
ず
に
行
わ

れ
る
た
め
、
他
の
相
続
人
か
ら
不
正
行

為
と
見
な
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
引
き
出
さ
れ
た
預
金
は
、
本
来
、

相
続
財
産
と
し
て
遺
産
分
割
協
議
の
対

象
と
な
り
ま
す
が
、
無
断
で
引
き
出
さ

れ
た
場
合
に
は
、
相
続
人
の
間
で
意
見

が
対
立
す
る
可
能
性
が
あ
り
、
使
途
が

不
明
瞭
な
場
合
は
問
題
が
深
刻
化
し
た

り
し
ま
す
。

　

②
相
続
に
お
い
て
は
、
基
本
的
に
故

人
の
プ
ラ
ス
の
財
産
も
マ
イ
ナ
ス
の
財

産
（
借
金
や
連
帯
保
証
）
も
受
け
継
ぐ

こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
こ
で
注
意
が
必

要
な
の
は
、
相
続
人
が
亡
く
な
っ
た
人

の
預
金
を
引
き
出
す
と
、
そ
の
時
点
で

全
て
の
財
産
を
受
け
継
ぐ
意
思
を
示
し

た
と
解
釈
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
り
、
相

続
放
棄
が
で
き
な
く
な
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
そ
の
後
に
大
き
な
負
債
が
見
つ

か
っ
た
場
合
、
そ
の
負
債
も
相
続
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
リ

ス
ク
を
回
避
す
る
た
め
に
も
、
相
続
手

続
き
を
進
め
る
前
に
預
金
の
引
き
出
し

な
ど
の
行
為
を
行
わ
な
い
こ
と
を
お
す

す
め
し
ま
す
。

　

と
は
い
え
、
葬
儀
や
諸
手
続
き
で
意

外
と
ま
と
ま
っ
た
費
用
が
必
要
に
な
る

ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

　

ど
う
し
て
も
故
人
の
預
金
口
座
か
ら

お
金
を
引
き
出
し
た
い
場
合
は
、
ど
う

す
れ
ば
よ
い
で
し
ょ
う
か
。

　

遺
言
書
が
な
い
場
合
は
、「
相
続
預
貯

金
の
払
い
戻
し
制
度
」
を
利
用
す
る
の

も
一
つ
の
方
法
で
す
。

　

遺
産
分
割
協
議
が
終
わ
っ
て
な
く
て

も
、『
相
続
開
始
時
の
預
貯
金
額
×
1
／

3 

×
払
戻
し
を
求
め
る
相
続
人
の
法
定

相
続
分
』
を
、
1
つ
の
金
融
機
関
で

1
5
0
万
円
を
上
限
に
払
い
戻
し
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

亡
く
な
っ
た
こ
と
に
よ
る
口
座
凍
結

を
解
除
す
る
に
は
、
各
銀
行
で
預
貯
金

の
相
続
手
続
き
が
必
要
で
す
。
預
貯
金

を
誰
が
相
続
す
る
の
か
を
明
確
に
し
、

必
要
書
類
を
揃
え
て
銀
行
に
提
出
す
れ

ば
、
解
約
や
払
い
戻
し
の
手
続
き
が
で

き
ま
す
。

　

預
貯
金
の
払
い
戻
し
制
度
や
口
座
凍

結
の
解
除
な
ど
、
金
融
機
関
ご
と
に
手

続
き
が
異
な
る
た
め
、
詳
細
は
利
用
し

て
い
る
金
融
機
関
に
問
い
合
わ
せ
ま

し
ょ
う
。

連載コラム

み
ら
い
よ
わ

フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
プ
ラ
ン
ナ
ー

年
金
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

小
川 

洋
一
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まんぴつ
とりとめなく
つれづれに。■

沖
縄
で
の
思
い

　
今
年
6
月
に
、
連
合
の
平
和
集
会
で
沖

縄
に
訪
問
す
る
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。
今

回
が
4
回
目
の
沖
縄
訪
問
で
し
た
。
初
め

て
沖
縄
に
行
っ
た
1
9
8
7
年
は
、
米
軍

嘉
手
納
基
地
を
人
間
の
鎖
で
包
囲
す
る
行

動
の
時
で
し
た
。
今
回
、
そ
れ
以
来
37
年

ぶ
り
に
嘉
手
納
基
地
を
見
た
と
き
、
こ
れ

だ
け
の
広
範
囲
の
基
地
を
当
時
1
万
8
、

0
0
0
人
の
人
で
包
囲
し
た
の
だ
と
言
う

こ
と
が
最
近
の
様
に
思
い
出
さ
れ
ま
し
た
。

沖
縄
の
米
軍
基
地
問
題
は
、
沖
縄
県
民
の

事
を
思
う
と
早
急
に
解
消
で
き
な
い
も
の

か
と
強
く
思
う
と
と
も
に
、一
方
で
は
様
々

な
航
空
機
の
離
発
着
を
目
当
て
に
多
く
の

人
が
訪
れ
て
い
る
観
光
地
に
も
な
っ
て
い

て
、
複
雑
な
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

　
今
回
の
沖
縄
訪
問
で
一
番
印
象
に
残
っ

た
の
は
、
糸
数
豪（
ガ
マ
）に
入
っ
た
事
で

す
。
沖
縄
戦
当
時
、
多
く
の
ガ
マ
が
、
日

本
軍
の
司
令
基
地
・
救
護
施
設
、
人
々
の

避
難
の
場
所
と
し
て
利
用
さ
れ
、
多
く
の

人
が
そ
の
中
で
命
を
落
と
し
た
と
聞
き
ま

し
た
。
糸
数
豪
の
中
で
、
当
時
の
電
気
も

無
い
状
況
を
体
験
し
ま
し
ょ
う
と
、
ガ
イ

ド
さ
ん
の
声
の
も
と
、
懐
中
電
気
を
消
し
、

真
っ
暗
闇
の
体
験
を
し
た
時
、静
ま
り
返
っ

た
暗
闇
の
中
で
、
鍾
乳
洞
を
滴
る
音
が
聞

こ
え
る
だ
け
で
し
た
が
、
当
時
の
人
々
の

苦
し
み
の
声
が
聞
こ
え
る
よ
う
で
し
た
。

　
米
軍
に
捕
ま
っ
た
ら
恥
と
思
え
、
最
後

ま
で
戦
う
と
の
教
育
が
、
多
く
の
死
者
を

出
し
た
の
だ
と
思
い
ま
し
た
。
投
降
し
た

中
に
は
、
米
軍
が
鬼
の
よ
う
に
思
っ
て
い

た
の
に
、対
応
は
逆
に
優
し
か
っ
た
と
・・・
。

無
抵
抗
で
投
降
す
れ
ば
、
こ
れ
ほ
ど
多
く

の
人
が
死
な
な
く
て
済
ん
だ
の
に
と
思
い

ま
し
た
が
、
日
本
が
降
伏
は
し
て
な
い
中

で
、
投
降
と
い
う
こ
と
に
は
な
ら
な
か
っ

た
の
で
し
ょ
う
ね
。
本
当
に
残
念
な
気
持

ち
に
な
り
ま
し
た
。

　
ひ
め
ゆ
り
の
塔
や
平
和
祈
念
資
料
館
等

南
部
戦
跡
を
訪
問
し
、
悲
惨
な
沖
縄
戦
の

状
況
を
改
め
て
認
識
し
た
と
こ
ろ
で
し
た
。

貴
重
な
体
験
が
で
き
て
本
当
に
良
か
っ
た

で
す
。
そ
し
て
、
二
度
と
戦
争
は
起
こ
さ

せ
な
い
、
日
本
が
体
験
し
た
悲
惨
な
戦
争

を
次
の
世
代
に
継
承
し
て
い
か
な
け
れ
ば

と
思
い
ま
し
た
。

ライフサポートセンター宮崎
センター長

（連合宮崎宮崎中央地域協議会議長）

藤本 智史さん

宮崎県商工観光労働部 からのお知らせ課 策政働労用雇

　県では、中小企業にお勤めの方の生活安定と福祉の向上を目的として、低利率の融資制度を設けています。
　県内に１年以上居住し、かつ県内の同一中小企業に１年以上お勤めされているなどの申込条件を満たす方で
あれば、九州労働金庫を通じてご利用いただけます。くわしくは、九州労働金庫ホームページ、または、九州
労働金庫宮崎県内営業店にてご確認ください。

ハッピーライフローンのご案内宮崎県とろうきんの提携融資制度

項目

年率（固定金利）

限度額

返済期間

教育資金

１.２%

５００万円

１０年以内（最長４年の元金据置可）

生活資金

２.０%

１００万円

５年以内

県内の九州労働金庫各支店の窓口で受け付けています。

詳細は県HP↑

上記以外の支店については、九州労働金庫ホームページを御覧ください。⇨

◇お問合せ先◇

※融資には九州労働金庫の審査があります。また、別途保証料がかかります。

●ローンセンター宮崎 （0985）26-9207　●延岡支店【融資部門】 （0982）35-6657
●日南支店 （0987）23-3191　●宮崎県庁支店 （0985）29-4141　●都城支店【融資部門】 （0986）23-2257
●小林支店 （0984）23-1000　●高鍋支店　　 （0983）23-0740　●日向支店　　　　　 （0982）52-6131
●西都支店 （0983）43-1212　●高千穂支店　 （0982）72-6111　●宮崎市役所出張所　 （0985）26-3906

●
発
行
所
 一
般
社
団
法
人
 宮
崎
県
労
働
者
福
祉
団
体
中
央
会
　
宮
崎
市
別
府
町
３
番
９
号
　
労
働
福
祉
会
館
４
階
　
TE
L2
4
-5
5
5
0
　
●
発
行
人
 中
原
広
幸
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